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研究推進委員会だより
平成20年　８月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事務職員会研究部
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　　立秋の声を聞いたとはいえ真夏日が続く毎日です。お互い体調管理には充分注意しましょう。さて、研修が静岡市教育センターにおいて体系的に実施される中、事務職員会研究部では、「今後の学校事務や事務職員のあり方について、会員相互に自由な意見交換ができ、他校の実践を明日からの自校の実践につなげることができる会」として、この全体会を企画しました。暑い中ですが、会場は涼しく快適です。意見は熱く！活発に！有意義な一日としましょう。
　
　静岡市公立小中学校事務職員会　８月全体会
 　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

　　
　　　　　　　　　　
具体的な取り組みとして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５～６月　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「学校の予算全般を数字で把握するためのシート」の作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「予算会議」を持つ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
話し合う内容は・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「予算会議」を持つことによって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　講師　　京都市立藤森中学校　　専門幹　　加藤みのる氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image3.wmf]　のあとは・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマは　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事務主幹・事務主査部より、校長会、教頭会との合同代表者会の報告をします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image4.wmf]
＜ケーススタディ＞　　　

　　　学校には多くの事例があります。想定される事例も多々あります。
　　　今日は、そのような多くの事例の中の一つについてケーススタディをします。
　　　事例が何かは、お楽しみに・・・・。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　支部で行うグループワークでは、コミュニケーションを大切に、時間と空間を共有しましょう。
＜実践へのアプローチ＞

　　
実践へのキーワード


　　　　　気づき・発見





基調提案





スクールマネージャーとして財務のスペシャリストをめざそう！


　　　―学校財務の現状と学校財務マネジメントの必要性―





課題把握


のために





課題解決


　のためにお





予算会議





　　　　　　　　　　　　　　　　


　・学校の会計全般の把握


　・単年度でなく、複数年度での会計把握


　・前年度実績及び反省、見直しに基づく予算書の検討


　・執行状況報告と職員に向けての資料提示


　・行事ごとの反省と評価


　・一年間の決算報告及び評価





事務職員の役割





資料づくり・工夫





情報の収集と分析





課題は何か





「予算会議」を持つために





外部との連携





コミュニケーション能力





財務における校内組織の確立（計画・点検・評価）





講話　　「新しい時代の学校財務運営」





講師紹介　　京都市立事務研究会長


「学校にいてこそ事務職員」の取り組みを研究会として続ける中、地域との連携の中で事務職員の役割を見出し、学校の説明責任においても地域に信頼される学校づくりを推進。文科省の調査研究を受け、京都市他３市が設置した「全国学校財務開発研究会」では、研究会のメンバーも参加し、市教委、全事研と連携し研究を行っている。この事業では「みやこ学校エコマイレージ」「学校予算キャリー制度」「学校物品有効活用システムの導入」などを実現している。





財　務





事務主幹・事務主査部報告





受講者参加型の


実践的な研修形態





支部別話し合い





ケーススタディ　（ｃａｓｅ　ｓｔｕｄｙ）とは・・・・


日本語で「事例研究」と訳されます。日常どこにでも起こりそうな具体的なケース（事例）を素材として、個人やグループで討議し、本質の究明や問題点の分析、解決策を立てることによって、問題解決能力や意思決定能力などを開発することを目的に活用されます。


法律における判例研究や模擬裁判、将来起こりうる様々なことを想定して対処法をさぐることもケーススタディにあたります。








ｽｸｰﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰとしての


力量ｕｐ（問題解決能力、意思決定能力・・・・・）





支部や学校で


多くのケーススタディ





積み重ね





支部ごとに支部や各校の課題について話し合いを行います。


教頭先生や市職員との合同研修会をおこなった支部、これからおこなう支部、そこで取りあげた課題の解決に向け、実践していくための方法や工夫について話し合いを進めてください。








